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小児看護学Ⅰ 7

授業内で実施するワークについて、学生のアクティブラーニングを支援

した。また毎回の課題について確認・助言し、学生の学習が円滑に進む

ように支援した。

小児看護学Ⅱ 2

「慢性疾患総論」「1型糖尿病をもつ子どもと家族の看護」「アレルギー

疾患をもつ子どもと家族の看護」を担当し、学生が慢性疾患をもつ子ど

もと家族の成長発達に合わせた長期的な看護援助を理解できるよう講義

を行った。

名称 単・共

該当なし

（２）論文

子どもの保健 3
保育士を志す学生が子どものVS測定、計測、医療的ケア等の技術を理解

できるよう支援を行った。

小児看護学Ⅲ 15

2グループ(学生16名)を担当し、グループ討議、学習を通し、学生がネフ

ローゼ症候群を発症した子どもと家族の看護の必要性・方向性をグルー

プ討議の中から見出せるように支援を行った。遠隔でのGWであったたっ

め、学生の討議が円滑に進み学習が深まるように支援した。

小児看護学Ⅳ 〇 15

VSの測定、清潔ケアの技術習得を担当した。学生が事例の子どもの消耗

を最小限に回復に向けた看護実践を主体的に検討しながら獲得できるよ

うに支援した。

小児看護学Ⅳ 〇 3

学生が行った事例展開が深められるようGWでのアクティブラーニングを

行った。遠隔講義であったため、学生がイメージできるように動画を活

用しながら講義を行った。

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

子どもの保健 1
社会福祉子ども学科学生を対象に子どもの感染症と保育所での対応につ

いて講義を行った。

コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

該当なし

発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし

（４）その他

該当なし

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ
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１．研究業績

（１）著作

研究分野 小児看護学

学位 修士

学歴 埼玉県立大学大学院保健医療福祉学研究科看護専攻修了

氏名 望月浩江 部署 看護学科 職名 助教
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保健センター員

学生支援 2022.04～2023.031年生担任

学生支援 2022.04～2023.03

学生が小児看護領域でのエキスパートにインタビューができるよう学生

のGWを支援した。またインタビューからの学びをヘルスプロモーション

の視点で考察できるように支援した。

埼玉県立小児医療センター 看護研究指導 2022.04～2023.03

該当なし

８．特記事項

全学的委員会及びセンター業務等 保健委員会 2022.04～2023.03

全学的委員会及びセンター業務等

小児看護学領域への就職に興味を持っている学生に、卒業後の進路について（特に就

職先の選択等）について、相談に対応し支援した。また、面接練習を行った。

2022.04～2023.03

５．学内運営

項目 内容 期間

地域貢献活動

該当なし

該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

学科等における委員会等 7月学科会議書記 2022.07

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

該当なし

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

該当なし

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

該当なし

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

卒業論文 2022.04～2023.01 主指導 2 副指導 名

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

小児看護学実習 2022.08～2022.12

学生17名を担当した。施設の実習状況により、受け持ち実習、見学・遠

隔での事例展開を行った。受け持ち実習では学生が受け持った児と家族

への看護が展開できるように支援した。。学生が臨地での見学場面か

ら、子どもと家族にとっての看護の意味を検討・考察できるように支援

し、遠隔実習では臨地の学びをもとに事例の子どもの全体像を把握し看

護を検討できるように支援した。

IPW実習 2022.10

学生6名を担当し、学生が事例をとおして多職種連携の実際をグループ検

討を通して検討できるよう支援した。また教員FTリーダーを務め、実習

施設との連絡・調整を行った。

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

子どもと家族のヘルスプロモー

ション
7


